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研究の概要 【研究対象者】 

富山大学附属病院で2016年1月1日から2019年9月30日までに眼瞼下垂手術

を受けた患者さん 

 

【研究の目的・意義】 

緑内障治療薬であるプロスタグランジン関連薬は、全身の副作用が少ない反面、

眼局所の副作用として眼瞼や虹彩の色素沈着や睫毛の増加や剛毛化、伸張などを

きたします。特に、プロスタグランジン関連薬による眼周囲脂肪組織の萎縮で生

じる一連の形態変化を総称して、Prostaglandin associated 

periorbitopathy(PAP)と呼びます。PAPは、上眼瞼下垂、上眼瞼溝の深化、皮膚

弛緩、眼窩脂肪の萎縮、眼球陥凹、下眼瞼のふくらみの平坦化、下方強膜の露出

などが含まれます。その中で特に上眼瞼の深化Deepning of the upper eyelid 

sulcus(DUES)に関する報告は多く、発生頻度は6～60%とされています。DUESは

可逆性で点眼の中止で改善や治癒を認めます。 

DUESを伴った眼瞼下垂では眼瞼圧の変化により角膜形状に変化を与えることが

推察できますが、その影響は十分に現在議論されていません。今回当院で眼瞼下

垂手術を受けた患者さんの診療録を後ろ向きに調査し、術前後の角膜形状につい

てDUESの有無で差があるかどうかを検討します。 

 

【研究の方法】 

富山大学附属病院で2016年1月1日から2019年9月30日までに眼瞼下垂手術

を行なった患者の診療録から術前術後の最高矯正視力、等価球面度数、

cylindrical power、average keratometry、中心角膜厚、margin reflex distance

を確認する。 

 

【研究期間】 

承認日から2021年3月31日まで 

 

【研究結果の公表の方法】 

学会発表、論文掲載を予定しています。 

 

研究に用いる情報の項

目と利用方法（他機関

への提供の有無） 

主要評価項目：最高矯正視力 

副次的評価項目：等価球面度数、cylindrical power、average keratometry、中

心角膜厚、margin reflex distance 

他機関への情報の提供：無 

研究に用いる情報を利

用する機関及び施設責

任者氏名 

富山大学附属病院 眼科 教授 林 篤志 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び知

的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を開示

いたします。 

情報の管理責任者（研

究主機関における研究

責任者氏名） 

研究責任者：附属病院 眼科 教授 林 篤志 

 

研究対象者、親族等関 研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を含む）



係者からの相談等への

対応窓口 

を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関する

相談等について下記の窓口で対応いたします。 

担当者所属・氏名 眼科 沼田 彩花 

研究対象者等からの相談窓口 電話対応  

眼科外来 076-434-7310または 076-434-7311 

対応可能時間 9時～17時 

 


